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工業雷管の性能に及ぼす低湿度の影響

(粥川 】3IIT'-1ノj24rl安 f)A)

木 下凹郎 ･東川 仁 ･嗣村33鼓

(ll不イヒ番所l13yL兼併火二品誘発殊)

‖ EiZ iJ

エ惑胃管のLJii-#1=衣はす偵温度,特に弛体蔽梁の温

度丁ころ 1183bcの影啓を放W Lでお くことは.液位

牌繋Ttl爽用する靭合に対 して必顎fLことである.

勿漁斯る検討は既に軍国'ニ放ても,外国に放てもな

∈れてい る.郎':'坂東丘】)はエ丑鰍 を-le3'Cに冷

却 して災放し,'=膝,頚管が漸る取払に於ては半旗現敏

々良することを見出した｡そこで魯fnの℡管を -ほ3

'Cに冷却して買験 し,苛速の℡管は殆んと草津現史

を示し,=訳内管のもの及び7r/ミ市IGの'-tは半 操 と

TLち'ないここを述べている.乏雌 .如口,太原の防氏

27は讃醍建窯に去e,.ての魯塩R{酸の小IT.談最中に

汲し7こ各位簡管に妾といて太半煤革の放射,最小起爆ゑ

試験.澱笥経 を行い.鰻籾は液概の払皮では威力が

低下づるが,上向内管,盈鮒内汎 =訳内野を用 うrL

は威力低下を防止し縛ること,アル ミ所管は威力低下

のないここを戻してし,:)｡太Wl,妃本間圧す)は従来の

下向内管の二又胃管は77i体餌 の温Jgでは殆んと半旗

現故を曇するが,雷管の搬 如何E=放っては完爆IJLJる

ので.この使臣匠での宍故は官竹蕪退!=放て隅汲上何

時か参考!:なるのではlj:いかと考えられると迭- てい

る｡Stettbacher-)も渦甜 菜 の土井.h･+I-を安全に

しかも充分に利用するT=めL:は田町特(=アy'化蔚慣管

/17用いるへきで,伊東を用いTこものは低温のTこめ∫こ発

火しなくなる｡その際因は恐らく和束の渡柾のTこめて

あろうと述べている｡丈に文L V CLark5)は合売国

で任用これでいる各価胃管を正気雷管として用いて,

低温(-8O'C,-1839C)で茶毘の様な各托先験を行

っている｡即ち沓卵 管を液位は集中(=軌 ､T二時 Tu と

±元恐革との隣係を放す日.ヤートー/レ･-キサナイトV

イ トを収用LT=以外の関東銀粉を僅 用Lf=もの執 ま時

間が点 くTLるにつ1,Lで液鯨操繋包を完煤LE=くくfJ.ら

こと,25■C.-80.C,-Ⅰ幻qcで各班雷管の鉛跡

験を行ハ ia産の低下と実p:生皮う.低下すること,疏

荘の沓托温度で魯横胃管の トラウプ -/鎗幼稚 i･行

ド,その正大GiLTi忠庶'こ依って影革∈1t-_いこと,前

記の各温度でメタ〝yy嶺迎頃を用いて常況,宮沢換

敬,ナ Eリール.1.NT申各観取 の堤通をiEB昏し,

捷逆の平均旭化成瓦の影春を受けないがそのJ<チッキ

は組 牡大きく1J:りE穿ちであること,前記各Si温度で

各位は窮をLR苑させるに必要な官飛立をIRの,横温T.I,

その必顧且IJl多 くなること,又並列に結松LT=2偶の

怒気℡管のFulのは沌時間の蛭が両胃管の温既の相違に

依って如何(.L･る捗啓を受けるかTi,換欝JlL一方が常温で

一方が -8DoCの租合抜かrj紺 のあることを示して

､こ.

習-uまエ轟雷管 (常水は粉を使用しT=tIの)の性禽喜

を完倭も喜(ヰ播準の大小で京十)と立捷言巨(潜附 し

径.鎚雌 F放長男等で余す)との二つt=分けて考

えr此噂性脚 t-1B3'qと三う低温で射 可なる影鞍

を受けるかを爪妃文献を参考にして退許し.姥温む先

頒能は依1-するが長円IlTを位用い添装薬中E=勝粉を凸

入させTこ型式'こすると -1530C に冷却しても学位の
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未g:争防止し柑ること,及びこの型式であI111枚横倍

の放下はねんどないことをylかにL l=.F'こす兼は瀞
の窒完は経書とそれを白金屯輔に点火正式に耗7h-LTこ

i)のにieいてジュール熱で弛火･l-る際の斑界王女rrギ

ーを -183'Cを合Lr各唖直衣で況柁 して低温にす,-I

ことに放って,胃℡の,tは倍が低下する脚鍬=就,'､で

も曲し,偲Za嘩℡訳は瀞の如 Iq.火王ネル+'-が大き

く,従って≡完煙FE席がJj くTJ.り終l=は半舶 史を皇

するl=至ることを述-T=.

皿 完切掛 こつし､て

胃管の蛙位を二つ即ち完煙能と起爆儲こL=別Llて考

えることにjか･てほ前述の通r)である｡玄'=完頓指と

は胃管がは発した時作IT7する威力の六′】､i:不拘,胃管

が先嘩するか.充怪しTLいで半矧 ニなるか,不発にTJ:

るかと云つ'=廷胆を示し.之は完規準で荒すことrこす

a.一万㍍ 能は爆発し''_時i=作用する威力の大小を

戻し,船坂鞭 ,釘相 .鈍性伊納 帝で比破する

ことにする｡勿坦牝噂二つのl封遠も五一二田垂があるこ

とu云う迄もないが収二正上二分して以下考えること1=

する｡

1 甘輝 夫の脚

荷菅型式l=放って低温 (-lB3oC)に殴る影智にど

の帯皮の墓があるかを完爆価の面から検対しf二｡

(I) 欝 満

鉄料としては団 1に示す4脚 を用いに.野乗媒粉

(官飛 78%,姐剖 22ク.I(JTt且比))及び経細 く主と

してナ!リー7t･)の水分はいずれも 005タ3で忠盛 tO

mgの実打を用いて, 1煮ザつ附 しT-｡又これらは

天秤つきプL'スでl水ずつ榊圧 しT=(此啓の旅作は以

下の矢酸L:卦 -でも同機である)｡

(2)

鮎 黙上限黙料7･fβ火三式花泉田町p二組立て,

液体酸栗申 31にL5分榔鼓汝LTこ淡 1本ずつ項出して Z

分以内に府軒拭除を行.紺 の有無Tz･拓忽LT=.(

同一罪科を 30本同時1=護激しにので,一昔長いもので15分,一番

長いものではま勺15分う夜捧

薮兼串に穀iZFしていにこと･={_-ち)｡牡の枯束は

袈 1に荒す｡長 L,tqLfTZtPh中 ＼二･'

)ll課 粁 tf 分 恒 ) No 2ri'｡

≡芸芸 '(;; 3: ≡: 日 :中tB軟 くケ) 26

0 0筒 No 】は常温 (約 5.C)て

ほ20発F放 し20発安頒 している.比の挺輿から,上向

内管,二訳内管,及び腰内管で操粉を脚 中(=凸入させ

T_形式にすltll低直にしても辛勝の発生を防

止し縛ること及びPIolの結果から低温にすることに放って

留訳爆珊 管の完勝任が公Tすることが判明する.2

地 業程に放る影野可管用添装兼として今日｢紋'=使用2

h ているナ トリーJt･,-中ソ-yソ,^ソトリクトの三者間

で低温(-)83oC)(:することr

=依って発煙儀に如何なる隻を生ずるかを検討しT=｡(1)

幹 封田管の塾式としては前転 _TtTo lと

INo<こを用いT_｡甜 繋櫨とか薬丘と

かB;斡庄力は前臣図 日=示しTこものと同一である

｡(2) 指 黒地噂欝封を点火≡式花束胃管'=扱立て,椛

1の場合と同銀な抜けで鵬 LT=｡その摘果の禁輸は表

2に喜Ir.

末 2 克塩依拭き鉛典 (その2)墓 ∃ 遥 i;……≡

…畑 眉 … 冊f81NTo lの塾式で抗掛 をナ トリ-

A-,̂ ソトリ'ト.-

ヤソーアンの何yLにしても常温では20発紬 し2C発とも

完は している｡比の拙lEt,長内管を蚊用し勝取を添法

学申1=凸入させに型式 (No･.)であれLi,改

装策がナトリールであろうと.^ントリットであろうと,又へキ



潔し垣内廿を蛙用Lは現を鼓鼓禁中に凸入 ∈せtLi■型

式 (X'0.1)では.上王己三鐘の榊 の何Ilの坊合i=

も半鐘&が更生しているのが糊 する.汲托≡車の監尉

(=L失って半は串:=蓮があると云えるかどうかを改定す

ると血沈81!.'て三者隈の手法等!=集があるとは云え

7_-ドニとも糊 する.

ユ.添】姦繁のiJK東庄カp=成る彰等

添斉発としてタ トゥー7L-'f用い一二功合に.そのナ ト

1-JL･のB;搾圧力 (即ち現実苛妊)を変化=･せ こ̀鶏舎

の完は位が低温 ト 163'C)に放って如何lLる彰等を

受けるかを検討し7こ.

くl) 択 村

田廿の型式としてはLToili･用いT二｡起爆柴田とか

沸丑は前記tZ日 に戻した通 りreある｡
(2) 指 異

姓等の拭幣を爪火玉式花束甘管に組立て.1m妃Ⅰの

場合と同ak-騒件で欝放 した.その枯死は讃3に京

I J･L･
フ～3 完tL位三夫頼特典 (モJ>3)

祐製1万EE沖Ef(kgケ)
汚装繋箸虎 (R･cmつ)

試 & 血 (チ)

完 姓 訟 (チ)

41tI 王女 (ケ)

船

1

∽
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0

歩強藁のB;托EE力は失用i5国では大きい方が完は忠

-.1向上十ることは庶!=なわらrlでいるところItあるが

●】~),-】83.C と云 う低温:=することに依って半ほの

発生 し易い掠拝■=してもhTo･;の整式では,比の道民

のB:沖圧力の封 とは完勝腿に差を生ぜ しめず何れも

3O,30プ己はすることがbかつr=.

1 点火巴三の登に放る影野

は切にJ●l火するの∫こ,那2托媒火はTi･用いTこ場 合

と,73火玉を用いた場合とで,煤解の窒完規距経が異

なr)例者の構公の方が長 くなることを既E=巧めている

/,M,牝の両者の爪火鰍 二a(つて.低温 (-183'C)に

LT=勘合 =完媒敬 二如何なる墓石,･生ずるかを絶対し

()) Iミ 一軒

℡℡の荘式Cしては Xo_4を用い●こ.雌 訂.缶

叫 .それらの藁監たび庄汚EE九 ま脚 II=-I-xL

'こと同一である.稀有火鮎 火の場合I=は薮2t正着火

IyzJi.火三′1火の切合.二は現 !屈 こすニト.･ソVゾル

シソ6aを,餌2ぜ':まt･?t'ン野を主F]としJ̀t火三,'f

局,･一二.

32

(2) 指 鼎

既 】の壌合とtW fj齢 で拭放した.その鈷果.i

讃4J=戻す.

哉 4 )lJ&読話崇fa兼 (その4)

.A Jk 壬生 (チ) :0 30

完 I暮 軟 くケ) 30 三0

年 強 談 (ケ) 0 0

RDち X01の整式であIltl,慕2鐘iB大級で点火し

ても,点火王で瓜火しても完煤舌巨に室はt_く,何れも

3【),30先捷している.

III 】蛙頒能について

碍管の蛭Gtの一面'eある完蝶能!:就いては前述の通

りであるが.他のもう一つの性能T=る左損亡&=庇いて

以下I:漣へる.胃管の起堪醍Jを判志す,-J㌍枚方塗とし

ては色々あるが,頼り魚えす王では史緋 ,釘紬 .

gt聖断 政の三現を行い農合有≡i-ることにLTこ.

1 叙蟹釈放

､OTrlm 平方,好さ 47nmの資転を用'いて稚 し'こ.

孔軽と伐灸に扱ってJV]を零≡すべきであろうが,也

JfI=は孔径の狩定位のよを表す.

(I) 只 事手

印 としてはtヨll:示しTこXlo1,Xo,を用'.､T=.

佑魚火王式t気や℡L=色立て,電完占火を行つT=.

(2) 揺 来

泊拝柑 (=深沈する571件,発火紬 の族件申.主1の

IL=配 し1=と同一である.その結果の紬 は衷5r=示

す｡

yT<5 拍粒状鹸地史

冊 詐 q_ 犬 No 1 hlo4

150Cでの-J鎖

･R .l'= .I.I

20

)0･日

0日

20

10･;4

0[2

姓の長束を検討すると.F記要 lに戻し二様!=任塾

にすること[=放って半はの発量 している.T(DZの塾に

於いては,舟匹札任も昏現にするここ7二依って分】故は

大きく!_･T),平均班は小さくtLつているのT.tbかる.

一万位濫[=しても手練のellこかつ'LXT04の製に放て

は索転孔任の低下のないことがわかる｡
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31釘 Pttt 先の脚 かHL任は$71.クの含有群の大小に拘らず

｣吋の釘を用い仰 山l称DtZ]2L二元ナ方Li■)で行 1与Oc と -I83Ocとて鎧があるとlL云えtJ.･い.

つ-i.船側 がす廿のJf缶q方略のZiBl倍を戻すと

すh.三,釘軸 .ま何万方向の丘U控を戻すものと考え

られる.

LZ1 2

4吋勿

｢ 言;丁 →

(I) tt fi

柿 としてIIEglに示しにXo.1を用い,之rLを点

火三式七九すJFに且立てて駁 放火そ行つ一二.

2) 持 屯

兼件長講;二村 する怯拝.発火邦幹の脚 は 1の

IiこELTことJ4-である.髄 のFFねは表丘に荒す.

A 8 rIZtI LTJL

itJBTt雌 &+畝 11 均 E3年書羨
(oCL (ケL iせ) (dF)
15 '5 32 1与

-153 1占 jO ■l.a

即ち上配給窮を紳 するとNotの整式の¶廿では

丘'A半 けどでC1L>屯藍にも平均世[:も特車のⅧ1.差が

あるとは云えfJltことがbかる.JPち脈 方向の班

九 工恋敵 =しても隻を生ずるとは云え1_･い.

3 耗伽

JJSKl恥 に戻す平釘に従って行つ一二.但し良性

脚 の策tは 2BRrであり,史伝は 70mm 平方,FF

≡ 20mzT!のtIの4･Jf7t､''こ.

(I) 即 Fr

粥鞘としてほ国 1に示しT=Nol別 か･,7_を#火

玉式放 す官に虹立てて駁 点火を行った.

(2) 鈷 史

鞭陣依兼(=没珊する防fF.弼火柵 の防作噂はIの

日=托しにとrq-lCある.雅斗孔槌のiE綻 粘菜の群輸

▲まき?に崇十.

讃 7 角化吐葬式Ji榊果 (孔Tt 托)

∴:-: _ ニ ー_ _

30 日 5)8 13【 1LSiO0

-183

†Zt) I) 外4100lLO本物蚊と'T.チ.

2) 令■1OH決点したま11一様はなかった.

以上の史脈 :こEdする奇… から.Tto王の捷l二位

iS(=すること!=依って半切を発生十る正式のV廿で.i

狩野孔伍の分懲J.t大と'_-r]且つ平粕 .ま小 さ くなる

が.X'04の感に点内Jq今生用し払渡兼串には世を凸

入させr二乾式の.位温tこしても半切の先生を肪止し柑

る是の貫℡て.三色ql撃のrG下.工事.1ここJ,1宇窮する.

II完dl能の低下の康EElについて:

左耳虎と至芸等弟と,こ二つ:=T廿の牲正を分けてモモ込

の捷:二歳対し一二1鼓果.次の鎌'.'ことJ,押 し●二.

(り 書崇は苛を用.-'=壬甘て.上覧 漆 芸喜は廷丁す

る.然しその拓式七着当.こすれ.'f-183亡Cに冷萄

しても半規の死生.王Et止し侍る.

(2) -SfC:=冷却し一二牛舎 ;_t-qlを発生する正,

式の軍書7.三Jl軌 1筆の宜下も諺のちIlるJ.A.袷

却しても手廿を抜止し朽ち政 こし'=7℡て 上丘

は袋の軽下も懲められ+_･い.

嫌 のW =.i前述の魯附 ■;戻され'=鈷兵と嬉々

一変 している.官これらの終年か(,-Za3'Cとまう

餌 にす川 _1湖 低 ま放下する■.f5し半襟の実生を抜

止 し柑る浸l式にナjlffなg叢の究下を鋲止し柑るの

で.以下i=瑚 能が如何.,ろ駆 lニ放って伝下するか

について考兵を遭切る.
I 温まと℡湖 恐J)≠大工事/L･ヤーとの打線 こ

ついて

雫 の々内の一人木下.よさ._nニ正気V廿について,そ

の点火王の点火王事̂ ･f一等につ,.LT辻へているが,

否 は々tr頼 帝に 55Eの妓脚 を混 じて℡Fiに由布

し.tf-I一式点火王をつくり,木下の述へに方法ZU】に

従って魚信温度での瓜火花汁と平均･!(火EW,日との脱俳

を汝U)Tこ.そのFhALzまきCに於ナ通りである.但し比

の点火玄付輔 を空℡軌 :碇付けて1の 日.=記 し1こと

rW IL体幹で加熱又は冷却を行つ'二.

召18 4t神 仏姓での.Jl.火坤T"I

笠畏 毒益 芸濃芸 芸.%'.'1- 点火-オルト

(oC) ･(Al T(Q) _rlm B･)｡Y' F･'rJOuZ坐三亡'
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氏の鰍 から宅枕の鼓琵任を用,,～Pyl即ち区界点

火王事Jt･･F-(E)をまめると窄8の右靖の成摂とな

ち.之れから E-Lの買戻を扱示するとESm の鎌に1-+-

Egl3 令出 度での L1-EZqff

∈て筋 3回から各忍
.
EEtこ放ける東都笹はよく荘抜上

t=実るので,かかる碓 Eの点火時間に対してiIF･--

.4十ZTJが艮立する.今この

式1り.4,R を求めると表9のt*E=なる.荻 9 名

斗缶庶での Ll,B庁 衰 面 叩 ii Eiiiiiiiiiiiiiiiiihy(JOule) ()Oulesee)

-J l l :=針 :二･l芸-t63

OCO13 022･tトー

書損JE穀叫 20 - ,毛卓 を食 (事ん ･)

iO 34 文^[ま馬橋に保持される工手Jt･

ギーをBはt碍上りの黙私共を出わす萌であるu).

蚊上から択塀の温度が低い樫良男点火五本Jt-Jr一は大とTA.るがそ川 五択群の温度が低い程発火(=額す

る与ネルギー自体が大となり.総且つ外囲への似 矢が大とな

るためてあることがわかる.2 狙度と窒

完捷拒Ftとの国保'=就いて甘乗除粉の重完庄

書についてli幻(=軽質は)をし一二那.棚 の温圧を変

えT二者合(=宝記陸馳 て如何!=雄 を受けるかについて換討し7

こ.官拝のすさD_15mm,責任 6.2m

m,他 生 t相r,駁 点火に生って 25'C,0●C,

-1tがC の巷合I=ついて夫々紬 Lt=.印 判ま印 書

にしたものを1の tに戻しT=族件で冷却又は瓦焦 しT

=.抜果li向 くt=示す通りである弘 之から齢 の

姐 唄 い樫,義教背圧の大小に拘らず至完捷馳 t長 くなっ

ているのがわかる.尤も 0●C と 25'Cの各会では

態gl所定25位迄はその善は判伝とLfJ:いが 2.5
以上l=t_･ると 0.Cの場合の方が条虫り聖実妹紺 が

大とL+iつている.さて L℡荒淫軌 =f'1火+る盗池 何E

こ拘らず諒火根文は点火王から℡死は顎に作用するエネ

/L･ギー丘は革しいと見ても (契E頭には低温にする樫その

丑は少 くなるのではないかと考える)低温の墳合程

市棚 常の臨界エホ'Lイ ーは大であるので,清隆中心の数

が少 くfLる.妓粉が連銀反応で鮒 す るこ考えると清睦



姓のことは旋1=百滴でも外関でもあされているところ

ICあるが.腎々はTr釈曝鯛 管に放いて牡噂のiB粥を

才〒うと弗に,今22,に行ほれていな.いt生熊変化.指に低

温1=することt;依ろ死は徒皮下の媒巴につ'.1て考薪を

行い次の持iBを柑一二.

1 ℡廿の死は髄は¢下す る,然し兵内kを任用

し.恐Zaを相 中!=凸入させTL桝 にすると.

-1830C糞と-)液体暇 の盈Bfに超す腎i･指却し

ても1鮎5Fの発生を･EZr止し柑る｡そしてこの択式で

あれは渉法難の広神圧力,粕 (ナトリ ー JL-,

PET.～,へ+ソーyン)点火方法が木笑輸の実数

鼓環内IT劫 しても半捗の発生を防止し縛る.

2 -相30Cとま う供血にしても半馳 )発生する捷

する.筒カニ報告の単軌 ま相和∽年群串火薬飴 轍 全

にnL､て売yiLTこ｡
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又荘棚 を担当さLlT=稔尾,きき庶開軌 こも扮意を誉i

爆 薬猛度 の実験 的研究

弟Ⅹ報 蛾薬にJ:る国体内衝撃波速度の電気的測定

(円 榊3日.I)1)251!実 凡)

桜 非 武 fr'11
(ロボ油断托式金it穴鼓工切)

7 托 す

先に.固体の)>ならず.佐々の輸定についても同-

の方法で行っことが比は:.揃爪の物皿的息捷もか7'Jり

純粋と必われる加 班過度測定法を考案.抱合LT=

3I=,梯 覆面又は古内の勘定姻 繁の嘉碇を作っ

てお く目的で行つT=ものである｡

11 畑液の解析lこ必要な煉頚部の

様相の椎葉 と衝や奴の役割 L)

nL).rjSL.この方藍は一つの煩累が鉄1:与えT=仏力 矢田の治右横政に当って,仲々劫'iz化しT=理盤が[=

どの塾を正B!の東低芯とtE定することによって組立て てにくいのは.煙鼓の茶乳故E=不明lL瓜が多 く.触

られ,'こものllあって,この仮定の妥当性はさらに吟味 近 くの部将の現金(=はマイクp七つyI■のオー1-で

する･B賓があっT_.本職執 ま.負盲目=この口約から, P_疾しなけ川 .'lj:らない契鰍 田ガがあT),さらに近

秩,乱 顕.TrL･ミニサムの帯金tL=ついてTB先約に んで,モクt=コ ソl~の*-〆-でよr)節約に82薮Etl楽

托博 し.軒 21=,脚 に花泉的部定が7g俳であると思 る何故に汲んflとしても■改訳旅仲のVl擁引 二は変り

わi-1る型式について上妃の補正倍の妥当性i,円ぺ,部 ないことにある.
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